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会  議  録 

会 議 の 名 称 第５次三田市農業基本計画策定懇話会 第２回分科会Ｂ 

開 催 の 日 時 令和３年１０月１８日（月）１５時～１６時３０分 

開 催 の 場 所 三田市役所 本庁舎３階 ３０２会議室Ａ 

出席した委員

の 氏 名 

中塚座長、藤本委員、嵐委員、小林委員、福西委員、菅村委員 

 

欠席した委員 

の 氏 名 

東和田委員 

 

出席した庶務

職員の職及び

氏 名 

大井農業創造課長、堀農村再生課長、徳岡農業創造課副課長、池田農業創造課

係長、藤田農業創造課係長、喜多農村再生課農村振興係長、林道農業創造課主

査、永松農業創造課主任、野村農業創造課事務職員 

その他出席者 １名 

傍聴者の人数 １名 

議 題 
１ 第４次三田市農業基本計画の取り組みの振り返り 

２ 意見交換 

会 議 の 概 要 

（ 結 論 ） 

・第４次三田市農業基本計画の取り組みなどについて事務局から説明し、意見

交換を行った。 

公開・非公開

の 区 分 

公開 

 

使用した資料 

次第 

資料１ 懇話会・分科会の進め方について 

資料２ 第４次三田市農業基本計画の成果指標 

資料３ 第４次三田市農業基本計画の取り組みについて 

第１回分科会Ｂ会議録 

連 絡 先 地域創生部 産業戦略室 農業創造課 電話（079）559‐5091 内線（2485） 

 

１ 開会 

【大井農業創造課長の司会により開会した。】 

 

２ 第４次農業基本計画の取り組みの振り返り 

【資料１～３に基づき、事務局から一括して説明した。】 

 

３ 意見交換 

座 長： 第４次基本計画の各戦略の項目ごとに意見を伺いたい。 

 

(1) 有機農業の推進について 

委 員： 有機農業と慣行農業では方向性が違うので、有機農業のグループを作った方

が良いのではないか。 
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委 員： 学校給食に有機野菜を採用している自治体もある。 

委 員： 有機農業の施策が少ないと感じる。また、有機農業で育てた野菜は、慣行農

業と比べ栄養価が高いことをもっとＰＲして欲しい。 

座 長： 有機生産者でグループを作る方法は有効だと思う。 

 

(2) 酪農の振興について 

座 長： 耕畜連携についてはいかがか。 

委 員： ＷＣＳは耕作放棄地対策として有効であり、安定供給もできる。 

委 員： 現状では堆肥が余っているので、もっと堆肥を使って欲しい。 

座 長： 堆肥の活用は、有機農業と関連させて考えた方がいい。 

 

(3) 食育について 

委 員： 三田市でも有機野菜を学校給食に採用して欲しい。 

委 員： 学校給食は、納品規格が厳しく、出荷価格も安い。 

委 員： 兵庫県では地場野菜の使用率 35％を目標としている。出荷価格が安く規格

が厳しいうえに欠品できないなど、農家にとってリスクが高い。価格補填の制

度、コーディネーターの存在、生産者団体との連携が成功している市町は使用

率が高い。 

座 長： 食育に関する計画が別にあるなら本計画は農業の面から、市民の農業参加な

どをクローズアップして進める方向で考え直した方が良いかもしれない。 

 

(4) 鳥獣被害対策の推進について 

委 員： 鳥獣害の農作物被害は減少しているとあるが、被害は増加していると感じる。 

事務局： 令和２年度には目標値を達成しているが、地域からの「困っている」との声

は市も十分認識している。 

委 員： ジビエについては、「商業ベースに届けば」という表現があるが、国庫補助事

業を活用して、鹿肉をドッグフードに加工する施設を建設した事例もある。 

委 員： 防除柵は小さな隙間があるとそこから侵入されるので、設置後の維持管理が

大切であり、機能を維持していく労力の負担が大きい。 

委 員： 他市では防除柵で集落を囲うのではなく、山全体を囲っている地区もある。 

座 長： 鳥獣害防除対策の成果指標として被害総額が示されているが、それよりも獣

害防除柵設置累計の方が分かりやすい。 

 維持管理の負担という面からは、山全体を防除柵で囲うことが一概に正しい

とは限らない。総合的なコストと被害額の検討を含めて、農業基本計画とは別

の鳥獣害対策計画が必要かもしれない。 

 

(5) 森林・里山の保全と利活用について 

事務局： 三田市では、「里山の保全と活用に関する行動計画」を策定し、里山の保全に

努めている。 

委 員： 里山では下草の草刈が山を守るうえで大事である。枝打ちなどを行い、日照

を確保する必要があるが、近年は管理が行き届かず森が荒れてしまい、動物た
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ちが人里まで下りやすくなっている。 

委 員： 動物が身を隠せないように、県民緑税の活用によるバッファーゾーンの整備

や、森林環境譲与税を活用した集落周辺の裏山の森林整備を、計画に盛り込ん

ではどうか。 

座 長： 森林・里山の保全についても、農業の面から寄与できる取組みに絞って考え

てはどうかと思う。 

 

４ 閉会 

・振り返りメモは、次回の分科会で活用するので、この場で意見できなかったことや気

がついたことを記入いただき事務局に提出いただきたい。 

 

（以上） 


